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る幾つかの BCP 環境と企業風土も特定した。また、BCP の定着によって平常時の BCP 利点が発生す
る因果関係も明らかになった。BCP定着⇒BCP利点―リスクマインド⇒平常時の BCP利点の発生へと
つながる 2 段階の因果関係があることが確認された。BCP 定着によって、まず経営トップと社員レベ
ルの二つのリスクマインドが醸成され、そのリスクマインドから平常時のいろいろな BCP 利点が発生
することが分かった。 
第 5章は考察である。本論文において検証した BCP策定⇒BCP定着⇒BCP利点リスクマインド⇒平
常時の BCP利点の発生の因果関係の流れを、BCPを導入する組織の観点から考察した。BCPを策定す
る企業などのような企業か、またさらに定着させている企業にはどのような特徴があるのかについて考
察する。BCP定着することで、社員のリスクマインドが醸成されることは、何を意味しているかも検討
する。さらに、平常時に広範囲な BCP 利点が発生することも確認されたが、このような広範囲に日常
業務などで良い効果が発生すれば、企業が強くなことに繋がる可能性があると考えらえるので、この視
点からも考察する。 
また、本論文の結論の分析結果を使って、個別企業の BCP 定着状況を診断するツールを作成し、この
診断ツールを試用して個別企業を診断し、フィードバックしてもらった結果も述べる。 
第 6章は結論である。 
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